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月 火 水 木 金 土 日 
 1 2 3 4 5 6 

 放課後子ども教室 

・カラオケ 

・書道 

・あじさいカラオケ 

・KDっち 

・健康体操 

休館日 

(文化の日) 

・ヨガ 行政配布 

しみず西遊輝 バル

ーンを飛ばそう！ 

 

7 8 9 10 11 12 13 

休館日 

 

放課後子ども教室 

・カラオケ 

・あじさいカラオケ 

・健康体操 

★すくすくひろば 

・ハンドメイド 

・エクサっち 

★歴史散歩 

・ヨガ 

★匠や2022 

・囲碁 

 

14 15 16 17 18 19 20 

休館日 

 

放課後子ども教室 

・カラオケ 

 

★志津チャレンジ隊 

・あじさいカラオケ 

・健康体操 

 ・ヨガ 行政配布 

 

 

★しみず西遊輝＆

SKP イルミネーショ

ン取り付け作業 

21 22 23 24 25 26 27 

休館日 

 

放課後子ども教室 

・カラオケ 

休館日 

(勤労感謝の日) 

・囲碁 

・エクサっち 

★趣味の園芸② 

・ヨガ 

 ★イルミネーション 

点灯式 

28 29 30     

休館日 

 

放課後子ども教室 

・カラオケ 

★えいごといっしょ 

・あじさいカラオケ 

・KDっち 

・健康体操 

   ★教育事業 

・自主グループ 

自治連合会長 

中島 雅夫氏 

「
深
く
知
り
た
い
志
津
の
歴
史
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

清
水
西
公
民
館
長 

内
田
建

睦
月
神
事
に
つ
い
て
（
一
） 

No.43 

 

古
風
な
中
世
の
形
態
を
残
す
神
事
芸
能
で
あ

る
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
の
「
睦
月

神
事
」
奉
納
ま
で
あ
と
三
か
月
余
り
と
な
っ

た
。
本
欄
の
今
年
五
月
号
で
「
少
子
高
齢
化
と

新
型
コ
ロ
ナ
蔓
延
の
中
で
迎
え
る
睦
月
神
事
」

と
題
し
て
、
そ
の
継
承
が
分
岐
点
に
あ
る
こ
と

を
指
摘
し
た
。 

そ
こ
で
今
一
度
「
睦
月
神
事
」
を
捉
え
直

し
、
今
後
の
伝
統
文
化
の
保
護
・活
用
・継
承
の

た
め
に
何
を
な
す
べ
き
か
、
と
て
も
難
し
い
課

題
で
あ
る
が
、
「
睦
月
神
事
」
の
歴
史
を
検
証

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
地
域
社
会
に
与
え
た
影
響

を
考
え
て
み
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
。
今
回
は

そ
の
由
来
や
変
遷
に
つ
い
て
取
り
あ
げ
た
い
。 

「
睦
月
神
事
」
に
包
括
さ
れ
る
個
々
の
演
目

や
所
作
の
意
味
、
祭
詞
文
の
解
釈
は
次
回
以
降

に
譲
り
た
い
。 

「
睦
月
神
事
」
が
い
つ
頃
始
ま
っ
た
の
か
を
記

し
た
史
料
は
残
念
な
が
ら
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。

し
か
し
、
通
説
と
し
て
お
お
よ
そ
八
百
年
前
に

さ
か
の
ぼ
る
だ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
る
。そ
の
根

拠
と
し
て
、三
点
指
摘
で
き
る
。 

第
一
点
目
は
、
志
津
の
庄
の
田
地
四
十
町
が

寛
治
四
年(

一
〇
九
〇)

に
太
政
官
符
に
よ
っ
て

京
都
賀
茂
御
祖
社(

下
鴨
社)

に
施
入
さ
れ
た

こ
と
で
あ
る
。
志
津
の
庄
の
領
主
と
な
っ
た
賀

茂
御
祖
社
か
ら
荘
園
管
理
の
た
め
に
大
森
賀

茂
神
社
に
派
遣
さ
れ
た
荘
官
た
ち
が
伝
え
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

す
な
わ
ち
、
志
津
の
庄
を
国
衙
領
か
ら
荘
園

へ
よ
り
円
滑
に
移
行
さ
せ
る
た
め
に
、政
治
的 

 

な
統
治
と
並
行
し
て
、
荘
園
を
支
え
る
農
民
の

意
識
変
革
が
求
め
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ま

で
見
た
こ
と
の
無
い
、
当
時
京
の
都
で
流
行
し

て
い
た
田
楽(

稚
児
舞)

を
祭
礼
の
仕
組
み
の
中

に
採
り
入
れ
、
異
質
な
文
化
を
視
覚
さ
せ
、
さ

ら
に
祭
詞
文
を
媒
介
に
農
業
生
産
性
の
向
上

を
図
る
べ
く
啓
蒙
す
る
役
割
を
こ
の
祭
礼
を
介

し
て
具
体
化
さ
せ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。 

 

「
扇
本
」
五
段
の
冒
頭
で
歌
わ
れ
る
〔
ギ
ド
ロ
シ

ン
ガ
イ
ド
〕
は
荒
れ
地
を
新
開
地
に
と
い
う
意

味
を
持
つ
し
、
「
士
官
取
太
夫
詞
」
二
番
の
末
尾

に
あ
る
〔
中
老
若
殿
原
打
ち
た
っ
て
野
も
山
も

う
ち
ひ
ら
い
て
志
ん
が
い
作
り
を
召
さ
れ
候
〕
の

語
句
も
新
田
開
発
を
呼
び
掛
け
る
も
の
と
い
え

る
。
当
時
は
荘
域
で
新
た
に
開
発
さ
れ
た
田
地

は
そ
の
荘
園
の
所
有
地
と
な
る
と
さ
れ
て
い
た

か
ら
、
賀
茂
御
祖
社
は
志
津
の
庄
で
の
荘
園
拡

大
も
志
向
し
て
い
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
賀
茂
御
祖
社
に
よ
る
志
津
の
庄

の
荘
園
支
配
の
戦
略
の
一
環
と
し
て
、
志
津
の

庄
の
農
民
の
精
神
的
紐
帯
の
醸
成
も
含
め
て

「
睦
月
神
事
」
が
位
置
づ
け
ら
れ
る
な
ら
ば
、
一

〇
九
〇
年
を
そ
れ
ほ
ど
下
ら
な
い
時
期
に
起
源

を
求
め
ら
れ
る
。
仮
に
そ
れ
が
一
一
〇
〇
年
頃

と
し
て
も
、
「
睦
月
神
事
」
は
九
〇
〇
年
以
上
の

歴
史
が
あ
る
と
い
え
る
。 

  

第
二
点
目
は
「
祝
い
中
」
「
さ
さ
ら
」
「
さ
い
や

い
や
」
な
ど
の
田
楽
風
と
い
わ
れ
る
稚
児
舞
や

田
遊
び
と
総
称
さ
れ
る
「
士
官
取
太
夫
」(

種
蒔

き)

な
ど
の
演
目
の
内
容
や
構
成
な
ど
か
ら
類

推
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
。
い
ま
ま
で

「
睦
月
神
事
」
に
言
及
し
て
き
た
多
く
の
研
究

者
は
〔
古
風
〕
、
〔
中
世
の
面
影
を
残
す
〕
等
の

形
容
を
用
い
て
鎌
倉
時
代
の
始
原
を
了
解
し
て

い
る
よ
う
に
見
え
る
。 

 

【
す
く
す
く
ひ
ろ
ば
⑥
】 

 

と 

き 

令
和
４
年
11

月
10

日
（
木
） 

 
 
 
 

 
 

10

：

00

～
11

：

20 

場 

所 

清
水
西
公
民
館 

和
室 

対 

象 

地
区
在
住
の
０
～
３
歳
ま
で
の
乳
幼

児
と
そ
の
保
護
者 

内 

容 

ト
ー
ン
チ
ャ
イ
ム
、
読
み
聞
か
せ 

講 

師 

清
水 

弘
美 

氏 

 

【
歴
史
散
歩
】 

 

と 

き 

令
和
４
年
11

月
11

日(

金) 

 
 

19

：

00

～
20

：

30 

場 

所 

清
水
西
公
民
館 

大
会
議
室 

 

対 

象 

地
区
住
民 

内 

容 

泰
澄
大
師
を
知
る 

 

講 

師 

山
口 

賢
治 

氏(

越
知
山
泰
澄
塾
塾
長) 

※
詳
し
く
は
別
添
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
下
さ
い
。 

【
志
津
チ
ャ
レ
ン
ジ
隊
⑦
】 

 

と 

き 

令
和
４
年
11

月
16

日
（
水
） 

 
 
 
 

 
 

15

：

30

～
17

：

00 

場 

所 

清
水
西
公
民
館 

大
会
議
室 

対 

象 

清
水
西
小
学
校
４
～
６
年
の
児
童 

内 

容 

み
つ
ろ
う
ラ
ッ
プ
、
ク
レ
ー
プ
作

り 

講 

師 

山
本 

康
代 

氏 

 

【
え
い
ご
と
い
っ
し
ょ
⑦
】 

 

と 

き 

令
和
４
年
11

月
30

日
（
水
） 

 
 
 
 

 
 

10

：

00

～
11

：

00 

場 

所 

清
水
西
公
民
館 

和
室 

対 

象 

地
区
在
住
の
０
～
３
歳
ま
で
の
乳

幼
児
と
そ
の
保
護
者 

内 

容 
Vehicles 

こ
れ
何
の
乗
り
物
？ 

講 

師 

山
本 

康
代 

氏 

 

【
匠
や
２
０
２
２ 

里
山
の
め
ぐ
み 

そ
ば
＆
う
ど
ん
打
ち
】 

 

と 

き 
令
和
４
年
11

月
12

日
（
土
） 

 
 

９
：

00

～
13

：

00 

場 

所 

清
水
西
公
民
館 

大
会
議
室 

内 

容 

そ
ば
＆
う
ど
ん
打
ち 

※
詳
し
く
は
別
添
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
下
さ
い
。 

※新型コロナウイルス感染状況によって、変更、延期になることがあります。公民館までご確認ください。 

問い合わせ先 ： 清水西公民館 ☎＆FAX0776-98-4560（9:00～17：00月曜日、第三日曜日、祝日休

館日） 

し
か
し
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
中
央(

京
の
都)

で

流
行
し
て
い
た
祭
礼
に
伴
う
芸
能
が
規
模
を
小

さ
く
、
あ
る
い
は
一
部
簡
略
化
し
て
志
津
の
庄
に

持
ち
込
ま
れ
た
と
す
れ
ば
、そ
の
両
者
を
比
較
検

討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
お
お
よ
そ
の
時
期
は
導
き

出
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。 

 

私
見
で
は
あ
る
が
、
稚
児
舞
の
「
祝
い
中
」
と

「
さ
い
や
い
や
」
は
同
じ
一
人
舞
い
で
あ
り
な
が
ら

そ
の
伴
奏
に
は
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
「
祝
い
中
」

は
舞
台
を
打
っ
て
リ
ズ
ム
取
る
だ
け
だ
が
、
「
さ
い

や
い
や
」
は
さ
ら
に
笛
と
大
太
鼓
を
伴
っ
て
い
る
。

舞
台
効
果
を
意
図
し
て
演
出
さ
れ
た
も
の
と
し

て
も
「
祝
い
中
」
と
い
う
演
目
に
は
極
め
て
古
い

様
式
が
内
在
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。 

  

第
三
点
目
は
、
現
在
も
奉
納
の
際
に
手
本
と
し

て
い
る
『
賀
茂
雷
社
祭
詞
』
を
分
析
・
検
討
す
る

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
書
は
大
森
家
の
先
祖
渡
邉
時

重
が
安
政
六
年(

一
八
五
九)

に
記
し
た
も
の
で
、

代
々
そ
の
写
本
が
重
用
さ
れ
、現
在
ま
で
伝
え
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
書
の
昭
和
三
〇
年
の
写
し
の
序

に
あ
る
〔
神
事
の
沿
革
〕
の
項
で
は
「
古
老
の
伝

ふ
る
と
こ
ろ
に
依
れ
ば
、
昔
西
京
の
儒
僧
某
の
作

り
た
る
も
の
と
云
う
」
と
の
記
載
が
あ
る
だ
け
で

漠
然
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
「
扇
本
」
「
士
官
取

太
夫
」
「
田
囃
子
」
「
蚕
囃
子
」
等
の
詞
や
詞
章
の 

   

研
究
に
取
り 

組
ん
で
き
た 

人
達
も
み
ら 

れ
、そ
れ
ら 

の
研
究
の
状 

況
は
次
の
機 

会
に
取
り
上 

げ
た
い
。 

【
花
の
ま
ち
ラ
ン
プ
の
ま
ち 

趣
味
の
園
芸
②
】 

 

と 

き 

令
和
４
年
11

月
25

日(

金) 

 
 

19

：

00

～
20

：

30 

場 

所 

清
水
西
公
民
館 

大
会
議
室 

 

対 

象 

地
区
住
民 

内 

容 

ク
リ
ス
マ
ス
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト 

参
加
費 

２
，
０
０
０
円 

講 

師 

井 

里
美 

氏(

県
花
き
連
絡
協
議
会) 

※
詳
し
く
は
11

月
５
日
全
戸
配
布
予
定
の
チ
ラ

シ 

を
ご
覧
下
さ
い 

【
し
み
ず
西
遊
輝 

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
式
】 

 

と 

き 

令
和
４
年
11

月
27

日(

日) 

 
 

17

：

00

～ 

場 

所 

清
水
西
公
民
館 

駐
車
場 
 

対 

象 

地
区
住
民 

内 

容 

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
で
点
灯 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                 

                                                                                                                                                   

                                                                                                                                                      

                                                                                                                                          

                                          

～子や孫に伝えたいふくいの料理②～ 

日  時 ：  9月 28日(水)10：00～11：00 

場  所 ：  和室 

参加者 ：  8名 

講  師 ：  山本 康代 氏 

 少し涼しくなり、秋らしい気候になってきました。「大きな

栗の木の下で」の歌を英語で歌いました。茶色の紙をくし

ゃくしゃにしてお母さんと一緒に chestnut（栗の実）作

り。かわいい顔の書かれた栗をかごに 

ぽーいと投げ入れて遊びました。 

たくさん入ったかな。 

読み聞かせは「A Teddy Bear」 

茶色のクマさんの絵本を読んでもら 

いました。 

 

 

 

 

  

 

清水西公民館HPのア

クセスは下記の QR コ

ードからどうぞ。 

 志津の里＆公民館ま

つりの最新映像もリン

クされた    で、ご覧

いただけます。 
 

 

日  時 ：  ９月 21日(水)14：00～17：00 

場  所 ：  大会議室、調理室 

参加者 ：  15 名 

講  師 ：  山本 康代 氏 

 今回はプラスチックのごみ問題を学び、ごみの減量化のた

め、自然の素材、麦わらやイタドリでストローを作りました。 

 そのストローを使用して、自分たちで作ったスムージーを 

飲みました。 

太いイタドリの方が飲みやすいけど、 

少し臭いがあったという声があり 

まし。  

少しでも、プラスチックごみを減ら 

し、環境に配慮したものを使っていき 

たいですね。 

 

    

日  時 ：  10月 13日(木)10：00～11：30 

場  所 ：  和室 

参加者 ：  10 名 

講  師 ：  清水 弘美 氏 

 秋の歌に合わせて、足指のマッサージをしました。それか

ら一歩ずつ、ゆっくり駆け足してウォーキングしました。 

お母さんが赤ちゃんのあたま、かた、おなか、おしり、ひざを

優しくマッサージしてあげました。 

 工作は、かわいらしいデザインの 

ナプキンを板に貼り付ける「ナプキン 

デコ」と、うちわのデコパージュ作り 

をしました。 

 

～工作～ 

日  時 ：  ９月 24日(土)9：00～12：00 

場  所 ：  調理室、小会議室 

参加者 ：  17 名 

講  師 ： 森下 和歌枝 氏(県食育リーダー) 

          吉田 恵子 氏（うらめしや 2） 

 今回は、講師の方に調理していただき、参加者は講師の手

元を見ながら、作り方全工程を見て学ぶやり方で開催しま

した。食材も身近にあるものを使ったメニューで「打ち豆ご

飯」「サケとかぼちゃの甘酢あんかけ」「こんに 

ゃくのあげ白和え」「なすとピーマンの炒 

め煮」でした。コロナ感染拡大時でもあり、 

試食はお弁当にして皆さんにお持ち 

帰りしていただきました。 

 

 

～SDGs麦わらストローでスムージー～ 

「志津のふるさと」披露

歌おう  

自主グループ
KD っち 
清水畑町 

自主グループ
カラオケクラブ 

もちまき＆菓子まき 

トランペットヒーローズ 

開催日 ： 令和４年 10月 9日（日）14：30～17：30 

来場者 ： 約 300名 

  あいにくの雨で、ひんやりとしていました、それでも多くの方が、地域

の宝である「SST らんど」に来場され、にぎやかな一日となりました。 

当日の様子は     (志津の里 2022で検索)でご覧いいただけます。 

Gorann 

お楽しみ抽選会 

清水鼓友会 

ペットボタル点灯 

～SDGs竹筒でさつまいもご飯炊き～ 

日  時 ：  10月 19日(水)13：30～16：30 

場  所 ：  大会議室、調理室、石窯前 

参加者 ：  13 名 

講  師 ：  山本 康代 氏 

 事前にボランティアの方が竹を切って作ってくれた竹筒

でお米、水、サイの目に切ったさつまいもを入れ、薪で炊

きました。 

 炊けるまで 1時間ほど待っている間は、天気のいい雲一

つない青空の下、走り回って 

みんなで遊びました。 

 開けてみると、ホクホクの 

さつまいもご飯ができました。 

 竹を使えばご飯が炊けること 

が分かりましたという感想も 

出ていました。 

～Autumn秋の実を楽しもう～ 

～野口区編 狼煙の道～ 

 

 

「上手な１１９番通報のしかた」 

局番なしで１１９番に電話をかけて、繋がったら 

慌てず、落ち着いて次のことを伝えてください。 

①「火事」か「救急」か 

②住所や目標となるもの（建物や交差点の名前など） 

後は、わかる範囲で質問にお答えください。 

間違えて通報してしまった時は・・・ 

電話を切らずに、間違いであることを 

必ず伝えてください。 

福井市南消防署(℡３３－０１１９) 

１１月９日～１５日は秋の火災予防運動 

日  時 ：  10月 16日(日)10：00～12：00 

場  所 ：  本覚寺(笹谷町野口区) 

参加者 ：  49 名 

共  催 ：  清水西地区放課後子ども教室 

 今回の野口区は清水西地区で一番高い場所にあり、その中で 

最も高台にある本覚寺で開催しました。境内からの眺めは抜群です。 

気持ちのいい青空の下、狼煙の実証をしました。その後、貴船神社、 

ひょうたん溜、道しるべ おんど様などを散策し説明を聞きました。途中、お寺の方角を見上げ 

ると、狼煙の白い煙を見ることが出来ました。狼煙は中世時代の伝 

達ツールだったという話も聞きました。お寺に戻り、境内で遊ん 

だ後は、ボランティアさん手作りの美味しい焼きそばをおなか一 

杯いただきました。 

これからも地区の中の隠れた名所などを歩いて地区を深く 

知ることで、地区の良さを再発見してください。 

こどもひろば  

花壇表彰式  


